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本研究の進展により、核酸を用いた機能材料やDNA触媒の創製など、将来的な波及効果が期待される。
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金属イオンに応答する人工核酸の創製

micrOTOF
ルミノイメージアナライザー						
						

本研究では、5-ヒドロキシウラシルなどの金属配位能を持つ非天然核酸塩基を導入した人工DNA鎖を合成し、各種金属イオン存在下
でのDNA鎖の会合挙動を評価した。合成した人工DNA鎖は質量分析により同定し、人工DNAの会合挙動は非変性ポリアクリルアミド
ゲル電気泳動の結果をルミノイメージアナライザーを用いて評価した。その結果、ガドリニウムイオンや亜鉛イオンとの錯体形成によ
り、人工DNA鎖の会合挙動が変化することが示された。今後は、二重鎖形成や三重鎖形成に焦点を当て、より定量的な評価を行う予
定である。
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